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日本ビーシージー製造株式会社 
 
 

WHO（世界保健機関）より発表された 

「Commercial serodiagnostic tests for diagnosis of tuberculosis:  

Policy Statement」 

（結核のために市販されている血清診断薬について）について 

 
 

2011 年 7 月 20 日付けで WHO（世界保健機関）より標記の施策が発表されました。 
これまで WHO では，世界中で使用されている市販の血清診断薬の正確性について体系

的に検討をしてきました。その結果，これらの検査方法は感度・特異度の大きな差（感度 0
～100％，特異度 31～100％）により検査結果に不明確さや矛盾を生じ，多くの偽陽性や偽

陰性の結果により患者に不利益をもたらすことが分かりました。全体的にデータの品質が

低いため，肺結核，肺外結核の診断にはこれらの検査方法を使用しないことを強く提言し

ています。１） 
なお，ここで検討されている結核の血清診断薬とは，IGRA のような細胞性免疫応答によ

る結核菌抗原の検出ではなく，ほぼ例外なく体液性免疫による結核菌抗原に対する抗体を

検出する診断薬に限定されています。１） 
また，検討された診断薬は 18 種類あり２），これらは世界中で販売されています。 
 
従いまして，上記に関連する WHO の一連の発表は，クォンティフェロン検査に関連す

るものではございません。 
従来どおりご使用いただきますよう，お願い申し上げます。 
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本件に関するお問い合わせ先 
日本ビーシージー製造株式会社 カスタマーセンター 

TEL 03-5800-5311 

http://www.bcg.gr.jp/pdf/who_policy_statement_on_commercial_tb_serodiagnostic_tests_final_8_july_2011.pdf
http://www.bcg.gr.jp/pdf/who_htm_tb_201114_extract.pdf

